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。事業の概況

1.学資給与事業

前年度と同様の月額とし（表1参照）、幼児から高校生等までの奨学

生462名に対して合計81,998,000円を給与した。

また、小学校新入生11名に550,000円、中学校新入生36名に1,080,000

円を入学記念品として、さらに、中学校卒業生（高校等進学者を除く）

1名に50,000円を卒業記念品として贈呈した。

2.奨学金貸与事業

前年度と同様の月額とし（表2参照）、高校等奨学生25名に4,500,000

円、うち新規採用者5名に入学一時金500,000円を、また、大学等奨学生

57名に33,900,000円、うち新規採用者10名に入学一時金4,600,000円を貸

与した。

なお、貸与金返還額は、高校等貸与金29,742,200円、大学等貸与金

30,925,400円であった。

3.育英事業推進事業

漁船海難遺児を励ます全国協議会、同地方協議会及び全国漁協女性部

連絡協議会などの協力を得て、全国各地で行われた各種イベントにおい

て募金活動を実施した他、県漁連等の育英事業事務担当役職員の参集を

得て、事業推進上の諸問題を検討する「漁船海難遺児育英事業全国担当

者会議jを実施した。

また、インターネット上にホームページを開設し、広域的に本育英会

の現状を公開している。

育
英
会
だ
よ
り
ん
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平成 15年 7月 1日

平
成
十
四
年
度
事
業
の
概
要

平
成
十
五
年
度
第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

去
る
五
月
十
四
日
、
平
成
十
五
年
度

第

一
回
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成

十
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
理
事
長
が
次
の
よ
う

に
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

「
我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

り
混
迷
し
て
お
り
、
金
利
水
準
の
低
迷

に
端
を
発
す
る
デ
フ
レ
状
態
が
当
分
続

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
益

法
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
事
業
の

運
営
を
迫
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
環
境
の
中
、
平
成
十
四
年
度
の
事

業
は
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ

り
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

よだ英育，
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］
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平
成
十
四
年
度
の
事
業
協
側
況
は
、
ま

ず、

一
二
，
五

O
O
万
円
余
を
も
っ
て

学
資
給
与
奨
学
生
四
六
二
名
、
奨
学
金

貸
与
奨
学
生
八
六
名
、
合
計
延
べ
五
四

八
名
を
お
世
話
し
た
。
平
成
十
二

・
十

三
年
度
と
増
加
し
て
い
た
海
難
事
故
も

減
少
し
、
本
年
度
給
与
採
用
者
が
過
去

最
低
の
二
六
名
と
な
っ
た
も
の
の
、
新

た
な
奨
学
生
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
、
遺
族
の
気
持
ち
を

考
え
る
と
誠
に
心
が
痛
む
思
い
で
あ
る
。

次
に
、
募
金
の
関
係
に
つ
い
て
、

「
第
八
期
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
募

金
運
動
」
の
中
間
年
に
あ
た
る
本
年
度

は
、
現
下
の
厳
し
い
諸
環
境
の
中
、

一

O
，
六

O
O
万
円
余
と
年
間
目
標
を
上

回
る
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

偏
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
漁
協
系
統

を
は
じ
め
関
係
各
位
に
は
衷
心
よ
り
感

謝
の
意
を
表
す
る
。

な
お
、
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

に
つ
い
て
は
、
議
案
と
し
て
諮
る
が
、

日本財団から学資給与事業に対し8,600,000

。寄付金・助成金

「第八期漁船海難遺児育英資金募金運動」の中間年にあたる本年度の

寄付金は、 106,011,000円余と、現下の厳しい環境のもと本年度の目標を

上回った。

また、前年度に引き続き、

円の助成金が交付された。

奨学金貸与事業金額表

月額貸与金｜入学一時金

¥15, 0001干100,000 

¥50, 0001干500,000以内
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表 1

学区

幼児

小学生

中学生

高校生等

一
二
｝
ハ
U

ハ〉ハ〉
〒刀
回
U
J
t
廿
丞
＋
卒
困
問
埠
庖
ド
ド
錫
桝

り
入
れ
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
り
将

来
に
備
え
た
い
と
考
え
る
。

本
日
の
理
事
会
は
、
「
平
成
十
四
年

度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
及
び
正
昧

財
産
増
加
額
処
分
計
算
書

（
案
）
」
の

他、

「任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
の
選

任
」
、
「
任
期
満
了
に
伴
う
奨
学
生
選
考

委
員
の
選
任
」
な
ど
を
用
意
し
て
い

る
。」な

お
、
任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
が

選
任
さ
れ
、
新
た
に
山
田
静
男
氏
（
茨

城
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事

専
務
）
、
川
本
信
義
氏
（
大
阪
府
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
と

大
西
二
三
夫
氏
（
兵
庫
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
の
三
名
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了

の
奨
学
生
選
考
委
員
の
選
任
も
行
わ

れ
、
七
名
全
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度

第
一
回
選
考
委
員
会

去
る
平
成
十
五
年
五
月
九
日
、
「
平

成
十
五
年
度
第

一
回
選
考
委
員
会
」
が

開
催
さ
れ
、
「
第

一
回
奨
学
生
出
願
者

（
平
成
十
五
年
四
月
二
十
五
日
締
切
り
）

の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生

一
七
名
、
高

校
等
在
学
の
貸
与
奨
学
生
七
名
（
学
資

給
与
金
と
併
願
）
、
大
学
等
在
学
の
貸

与
奨
学
生

一
八
名
、
合
計
四
二

（
実
質

三
五
）
名
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
平

成
十
五
年
六
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数

は
、
別
表
「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」

の
と
お
り
で
す
。

第
五
十
三
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

平
成
十
五
年
六
月
十
日
、
熊
本
県
益

城
町
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
に
お
い

て、

『第
五
十
三
回
浅
海
増
殖
研
究
発

表
全
国
大
会
』
並
び
に
『
海
苔
機
械
資

材
展
示
会
」
（
浅
海
増
殖
研
究
中
央
協

議
会
・
全
国
海
苔
員
類
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
も
あ
が

り
、
朝
早
く
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
と
参
加
者

が
来
場
さ
れ
る
中
、
会
場
入
口
に
て
募

金
活
動
を
行
い
、
本
会
職
員
に
よ
る
呼

び
掛
け
に
多
く
の
皆
様
よ
り
暖
か
い
ご

支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

平
成
十
五
年
五
月
十
五
日
、
神
奈
川

県
観
音
崎
の
「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
て

「
第
三
十
三
回
戦
没

・
殉
職
船
員
追
悼

式
』
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た

こ
の
式
典
は
、
さ
き
の
大
戦
で
尊
い

犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
船
員
及
び
海
難

や
労
働
災
害
に
よ
り
不
幸
に
し
て
殉
職

さ
れ
た
船
員
の
方
々
の
慰
霊
と
海
上
永

遠
の
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
ご
遺
族

並
び
に
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
の
方
々
に
よ
っ
て

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
風
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
国
各
地
か
ら
か
け
つ
け

た
多
く
の
参
列
者
が
見
守
る
中
、
鎮
魂

の
祈
り
を
込
め
て
「
謡
曲
海
霊
」
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
五
年
五
月
現
在
、
戦

投
船
員
六

O
，
六
O
五
名
、
殉
職
船
員

大
会
開
訴
者
は
じ
め
熊
本
県
漁
連
職

員
の
方
々
、

ま
た
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

⑨再生紙使用
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二
，
七
三
六
名
の
御
霊
が
奉
安
さ
れ
て

い
ま
す
。

亡
き
船
員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

兵
庫
県
漁
民
物
故
者

合
同
供
養
祭

育英会ホームページ

平
成
十
五
年
六
月
十

一
日、

二
六
六

名
の
参
列
者
を
迎
え
、
『
第
二
十
八
回

兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
』
が

和
歌
山
県
高
野
山
「
兵
庫
県
漁
民
物
故

者
合
同
慰
霊
塔
」
に
て
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
県
内
の
漁
業
・
水

産
業
の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
た
方
々

の
偉
業
を
顕
彰
し
永
代
供
養
す
る
と
と

も
に
、
不
慮
の
災
禍
の
絶
滅
を
祈
念
す

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
、
新
た
に

一
九
八
名
の
尊

霊
が
合
間
さ
れ
ま
し
た
。

物
故
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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北
見
恭
子
さ
ん

育
英
資
金
を
寄
付

平成15年 7月 1日

平
成
十
五
年
六
月
三
日
、
池
袋
・
東

京
芸
術
劇
場
に
て
北
見
恭
子
さ
ん
の

「デ
ビ
ュ
ー
一
二
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
」

（
北
見
恭
子
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ヂヘよだム一
A英

＊
札
幌
に
て
娘
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

奨
学
金
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

当町
同夕、

（
北
海
道
安
達
美
子
）

＊
い
つ
も
お
世
話
様
で
す
。
お
か
げ
様

で
毎
日
元
気
に
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
ま

す
。

( 2) 

（
北
海
道
大
坂
明
美
）

＊
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
本
格
的
に
や

り
た
く
て
、
息
子
は
札
幌
の
高
校
へ
進

学
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
自
分

の
夢
を
実
現
す
る
た
め
、
寮
生
活
も
し

て
い
ま
す
。
練
習
な
ど
、
つ
ら
い
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
運
動
も
勉
強
も

が
ん
ば
り
た
い
と
言

っ
て
い
ま
す
。
さ

み
し
い
け
れ
ど
、

一
生
懸
命
励
ま
し
て

や
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
北
海
道
加
津
優
香
子
）

キ
い
つ
も
温
か
い
心
づ
か
い
を
い
た
だ

こ
の
日
、
北
見
さ
ん
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
を
前
に
、

新
曲
「
お
ん
な
山
唄
」
を
は
じ
め
と
す

る
ヒ

ッ
ト
曲
を
熱
唱
。
艶
や
か
な
衣
装

を
身
に
ま
と
い
、
そ
の
伸
び
や
か
な
歌

声
と
軽
快
な
ト

l
ク
で
観
客
の
皆
さ
ん

を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
も
架
橋
を
迎
え
た

頃
、
北
見
さ
ん
よ
り
本
会
専
務
理
事
小

川
宏

一
へ
育
英
資
金
の
目
録
、
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ご
厚
意
に
対
し
、
本

会
か
ら
北
見
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

る
と
会
場
内
は

一
際
大
き
な
拍
手
で
包

ま
れ
ま
し
た
。

な
お
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
募
金
活

動
も
行
わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
フ
ァ
ン
の

皆
様
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
。北

見
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
息
子
も
義
務
教
育
を
終
え
、

希
望
す
る
高
校
に
進
学
す
る
事
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

（
北
海
道
佐
藤
徳
美
）

＊
母
子
家
庭
の
た
め
子
供
の
成
長
・
教

育
に
十
分
な
こ
と
が
し
て
あ
げ
ら
れ
な

い
中
で
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の
対
象
に

し
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
あ
つ
か
ま

し
い
お
願
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
い
く

ら
か
で
も
増
額
し
て
い
た
だ
け
る
と
大

変
た
す
か
り
ま
す
。（

北
海
道
西
野
周
子
）

＊
三
年
間
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
息
子
も
無
事
就
職
で
き
、

四
月
よ
り
元
気
に
働
い
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県
加
藤
美
代
子
）

＊
息
子
は
高
校
に
進
学
す
る
に
あ
た

り
、
亡
き
父
に
報
告
を
し
て
い
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
、
心

の
方
々
、
そ
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

。
北
見
恭
子
（
き
た
み
き
ょ
う
こ
）

H

歌
手
。
地
元
山
形
放
送
「
ミ
ス
民
謡
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
優
勝
し
、
昭
和
四
十
八

年
に
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
よ
り

デ
ビ
ュ
ー
。
平
成
二
年
に
は
第
二
十
三

回
全
日
本
有
線
放
送
大
賞
「
特
別
賞
」

等
数
々
の
賞
を
受
賞
。

ま
た
、
海
難
事
故
が
原
因
で
車
椅
子

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
漁
船
員
と
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
昭
和
五
十
四

年
か
ら
海
難
遺
児
を
励
ま
す
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
活
動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続

け
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
六
十
年
に
水
産

庁
長
官
賞
を
、
平
成
十
年
に
は
農
林
水

産
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

三
年
間
、
勉
学
・
部
活
に

一
生
懸
命
励

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（

宮
城
県

菊
地
千
代
子
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
御
陰
様
で
息
子
も
大
学
三
年
生
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す。

（
宮
城
県
今
野
千
恵
子
）

＊
お
陰
様
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
宮
城
県
平
塚
き
い
子
）

＊
高
校
は
私
立
で
す
が
、
好
き
な
ス
ポ

ー
ツ
で
望
ま
れ
て
入
学
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
各
大
会
で
活
躍
し
て
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
息
子
が
好
き

な
こ
と
を
思
い
切
り
出
来
る
の
は
皆
様

の
お
陰
と
思
い
、
心
よ
り
感
謝
致
し
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
石
川
県
棲
井
三
重
子
）

＊
長
い
間
援
助
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
早
く
働
き
た
い

と
言
う
事
で
、
こ
の
度
地
元
に
就
職
が

決
ま
り
、
趣
昧
の
サ
ッ
カ
ー
に
仕
事
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
色
々
な
人
の
助
け

に
支
え
ら
れ
た
事
に
感
謝
し
て
、
少
し

で
も
人
の
為
に
役
立
つ
人
間
に
育
っ
て

ほ
し
い
、
．
も
の
で
す
。

（
兵
庫
県
松
尾
た
き
江
）

＊
大
阪
で
の

一
人
暮
ら
し
は
寂
し
い
よ

う
で
す
が
、
何
と
か
頑
張
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
和
歌
山
県
河
原
美
和
子
）

＊
感
謝
の
気
持
を
こ
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
元
年
、
長
男
の
高
校
入

学
に
始
ま
り
、
長
女
、

二
男
と
十
四
年

間
本
当
に
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、

三
人
共
大
学
を
卒
業
さ
せ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
長
男
は
薬
剤
師

と
し
て
、
長
女
は
理
学
療
法
士
と
し
て

自
分
の
道
を
歩
ん
で
お
り
ま
す
。
二
男

も
い
つ
の
日
か
天
職
を
見
つ
け
る
事
が

で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
育
英
会
の
ご
発
展

と
、
み
な
様
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。（

山
口
県
玉
一
和
憲
）

＊
こ
の
度
は
、
又
お
世
話
に
な
り
ま
し

で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
家
族
肩

寄
せ
、
何
と
か
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

（
愛
媛
県

河
野
瑞
穂
）

＊
高
校
在
学
中
の
給
与
金
は
母
娘
共
に

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
有
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
高
知
県
漬
回
鈴
子
）

＊
息
子
は
日
々
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
る
様
で
す
。

（
福
岡
県
川
口
季
子
）

＊
お
陰
様
で
、
息
子
も
理
美
容
専
門
学

校
を
三
月
に
卒
業
す
る
事
が
出
来
、
国

家
試
験
も
合
格
し
ま
し
た
。
長
い
間
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
福
岡
県
中
西
良
枝
）

＊
一
二
月
二
十
七
日
よ
り
息
子
が
研
修
の

た
め
寮
に
入
り
、
四
月
八
日
に
海
上
自

衛
隊
の
入
隊
式
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
五

時
半
の
起
床
か
ら
二
十
二
時
の
消
灯
ま

で
殆
ど
自
由
な
時
間
が
取
れ
ず
、
毎
日

疲
れ
て
眠
る
だ
け
だ
と
言
っ
て
ま
す
。

先
日
初
め
て
外
で
逢
い
、
食
事
を
し
た

所
で
す
。
夏
ま
で
の
四
ヶ
月
間
が
一
番

大
変
な
時
と
聞
き
、
本
人
に
里
心
が
付

か
な
い
様
に
と
電
話
も
せ
ず
、
毎
日
亡

き
父
親
に
子
供
の
無
事
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
制
服
姿
の
子
供
を
見
た
時
は
急
に

大
人
び
て
見
え
、
少
し
私
か
ら
遠
く
な

っ
た
気
分
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
毎
日

自
分
に
負
け
な
い
様
に
頑
張
っ
て
生
き

て
行
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
海
で
父

親

を

亡

く

し

た

子

が

海

の

仕

事

に

就

く

（

長

崎

県

高

屋

ツ

ギ

子

）

事
に
多
少
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
＊
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

無
事
を
祈
り
黙
っ
て
見
送
り
ま
し
た
。

の
春
、
一
番
下
の
息
子
も
高
校
を
卒
業

今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
に
見
守
ら
れ
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
す
い

て
生
き
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
学
び
た
い
事
が

守
る
人
に
な
っ
て
く
れ
る
様
願
っ
て
い
あ
る
よ
う
で
大
学
受
験
し
ま
じ
た
が
＼

ま
す
。
長
い
間
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
希
望
の
学
校
に
合
格
で
き
ず
、
今
年
一

し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
年
、
も
う
一
度
頑
張
る
よ
う
で
す
。
ま

（
佐
賀
県
中
巴
綾
子
）
だ
ま
だ
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す

＊
二
才
で
父
を
亡
く
し
た
娘
も
今
年
は
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
学
生
で
す
。
学
年
ト
ッ
プ
で
卒
業
し

（

大

分

県

潰

田

千

鶴

）

ま
し
た
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
大
学
＊
中
学
・
高
校
・
専
修
学
校
等
六
年
間

生
活
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
様
、
遠
い
田
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ

舎
で
願
う
だ
け
で
す
。
本
当
に
今
ま
で
様
で
卒
業
で
き
、
無
事
就
職
も
で
き
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
思
ほ
し
た
。
本
人
も
頑
張
っ
て
仕
事
に
励
ん

愛

決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
今
後
共
、
宜
敷

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
長
崎
県

川
上
一
代
子
）

羽根募 金

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
仕
事
に
つ
く
事
が
で

き
、
本
人
も
四
月
か
ら
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

の水色

（
長
崎
県
切
江
朗
子
）

＊
十
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
知
識
を
身
に
つ
け
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
っ
て
く
れ

。

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
長
崎
県
松
永
好
江
）

＊
大
変
お
世
話
に
な
っ
で
居
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
子
供
も
高
校
三
年
生
に

な
り
ま
し
た
。
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
と
元

気
に
が
ん
ば
っ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

!! 手をの漁船海難遺児に
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で
い
る
雄
子
で
す
。
本
当
に
あ
h
ソ
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

大
分
県
盛
口
敏
子
）

＊
高
校
三
年
生
に
な
り
、
本
人
、
私
も

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
ま
た
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

（
熊
本
県
岡
村
つ
ね
こ
）

＊
よ
う
や
く
下
の
子
供
が
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
心
理
学
の
勉
強

を
し
た
い
と
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
へ
行

く
為
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
何
を
や
り

た
い
か
し
っ
か
り
見
据
え
て
い
ま
す
の

で
、
も
う
少
し
子
供
の
夢
に
つ
き
合
う

つ
も
り
で
す
。
長
男
は
医
師
と
し
て
、

娘
は
理
学
療
法
士
と
し
て
働
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
に
お
い
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
主
人
が
逝
っ
て
十
五
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
く
る
の
に
本
当
に
多

く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
何
ら
か
の
形
で
社
会
へ
還
元

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
長
い
間
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
崎
県
西
国
幹
子
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
高
校
生
活
も
ス
タ
ー
ト
し
、
前
向

き
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
子
供
と
と

も
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
宮
崎
県
吉
村
恵
子
）

＊
父
親
が
亡
く
な
り
今
年
で
十
五
年
目

の
春
で
す
。
娘
も
や
っ
と
高
校
を
卒
業

し
、
自
分
の
好
き
な
道
へ
と
進
む
こ
と

が
で
き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

息
子
も
高
校
の
選
択
に
は
い
ろ
い
ろ
迷

っ
て
い
ま
し
た
が
、
徒
歩
で
通
え
る
地

元
の
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
自
動
車

整
備
が
好
き
で
、
そ
の
部
類
の
専
門
学

校
進
学
を
目
指
し
て
勉
強
す
る
と
話
し

て
い
ま
す
。
人
数
不
足
で
将
来
閉
校
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
精

一
杯
頑

張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
好
き
な
桜

の
花
が
咲
く
頃
に
亡
く
な
っ
た
父
親
。
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子
川
供
遣
の
成
長
を
ず
っ
と
一
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
に
・
：

一
歩

一
歩
大
人
へ
と
近

づ
き
頼
も
し
く
な
り
ま
し
た
ヨ
。
長
い

間
支
え
て
下
さ
っ
た
育
英
会
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
県
上
村
え
つ
子
）

＊
し
っ
か
り
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
北
海
道
大
一
川
村
智
恵
子
）

＊
こ
の
た
び
は
奨
学
金
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
一

人
暮
し
を
始
め
て
、
も
う

一一
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
大
変
な
が
ら
も
、

楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

（
岩
手
県
専
一
鳥
居
真
弓
）

＊
自
分
の
希
望
す
る
就
職
が
な
く
、
毎

日
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
に
行
っ
て
い
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
頑
張

り
ま
す
。

（
宮
城
県
大
卒
阿
部
浩
幸
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
毎
日
楽
し
く
通
学
し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
府
高
卒
佐
々
木
美
沙
）

＊
三
年
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
無
事
、
高
校
を
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
広
島
県
高
卒
山
下
菜
穂
子
）

＊
や
っ
と
卒
業
す
る
事
が
で
き
、
ホ
ッ

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
資
格
取
得

の
為
、
夜
間
の
専
門
学
校
へ
通
学
し
ま

す
。
昼
間
は
フ
リ

1
タ
l
の
立
場
で
働

い
て
い
ま
す
。
目
標
に
向
J
頑
張
り
ま

す
。
長
い
間
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
長
崎
県
大
卒
村
上
大
樹
）

＊
大
変
お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

担
金
人
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
長
崎
県
高
卒
山
口
秀
樹
）

＊
十
年
間
も
の
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
大
分
県
高
卒
栗
林
茂
）

＊
在
学
中
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
勤
務
先
で
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
分
県
高
卒
西
川
信
也
）

＊
高
校
卒
業
ま
で
の
奨
学
金
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
は
’
自
動
車
学
校

に
通
っ
て
、
免
許
が
取
れ
ま
し
た
ら
就

職
を
致
し
ま
す
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
分
県
高
卒
矢
内
香
織
）

＊
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
看
護

師
へ
の
夢
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
こ

れ
か
ら
も
自
分
の
夢
、
患
者
様
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
熊
本
県
専
門
卒
岡
村
静
香
）

＊
勉
強
と
部
活
の
両
立
に
負
け
な
い
よ

う
に
戦
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
崎
県
高
一

吉
村
弥
生
）

＊
季
節
で

一
番
の
た
の
し
い
頃
、
お
元

気
で
し
ょ
う
か
。
遺
児
の
皆
さ
ん
、
ご

家
族
の
元
気
な
ニ
ュ
ー
ス
が
何
よ
り
う

れ
し
く
思
っ
て
ま
す
。
幸
お
祈
り
申
し

ま
す
。

（
千
葉
県

福
田
昌
佳
）

刷
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
凶
さ
ん

『
申
し
込
み
・
奨
学
資
金
の

一

ご
寄
付
』
の
お
礼

平
成
十
五
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の

聞
に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た

方
々
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

〔
三
月
〕
マ
鈴
木
和
子
・
継
続
（
葛
飾

区
）
マ
道
本
孝
治
・
継
続
（
横
浜
市
港

南
区
）
マ
漬
谷
稔
夫
／
小
百
合
・
継
続

（
大
和
市
）
マ
平
野
文
・
新
規
（
中
央

区
）
マ
福
田
昌
住
・
継
続
（
千
葉
市
中

央
区
）

門
四
月
】
マ
日
中
酒
見
・
新
規
ハ
川
崎

市
麻
生
区
）
マ
根
本
京
子
・
継
続
（
品

川
区
）
マ
工
藤
文
子
・
継
続
（
世
田
谷

区）
平
成
十
五
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す

る
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協

本
会
の
育
英
資
金
は
、
多
く
の
善
意
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
で
基
金
を

つ
く
り
、
そ
の
運
用
益
で
賄
っ
て
お
り
ま

す
。
基
金
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
た

め
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

〈
送
金
方
法
v

郵
便
局
及
び
本
会
の
指
定
す
る
金
融
機

関
に
お
振
込
み
の
際
、
本
会
の
振
込
用

紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
振
込
手

数
料
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
ご
連
絡
く

だ
さ
れ
ば
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

〈
郵
便
擾
替
口
座
〉

・
口
座
番
号

0
0
一
五
0
1
七
｜

一一一一一一

七
五

．
口
座
名
義

財
団
法
人

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

ま
た
、
高
校
・
大
学
等
奨
学
生
に
貸
与

す
る
奨
学
金
を
あ
る
期
間
、
定
期
的
に

ご
支
援
い
た
だ
く
、
「
励
ま
し
お
じ
さ

ん
・
お
ば
さ
ん
」
の
ご
加
入
も
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
育
英
会
だ
よ
り
」
の

原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。
題
材
は
自
由
で
す
。
最
近
の
出
来
事
や
、

詩
、
髄
筆
、
奨
学
生
へ
の
励
ま
し
、
「
育

英
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

原
稿
は
八
百
字
以
内
で
、
顔
写
真
を
添

え
て
本
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

。
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

O
原
稿
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

0

0
掲
載
の
方
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

〒

一
O
一

O
O
四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
二

二

五

光
正
ビ
ル
内

財
団
法
人

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

T
E
L
 O
三
｜
三
二
五
六

一
九
八

一

（
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

O
三
｜
三
二
五
六
｜
一

九
八
二

（二
十
四
時
間
受
付
）

F
A
X
 

識
調
問

A
μ
戸
戸
同
町
掛
川
w
・
品
川
古
川
μ
同
槻
）

」

岨

守

4
6、
酎
砂
川
り

扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
付
を
含
み
ま

す
。）

、

〔
三
月
〕

O
北
海
道
マ
第
四
十

一
回
マ

リ
ン
バ
ン
ク
推
進
委
員
全
道
大
会
演
芸

会
有
志
一
同
マ
北
海
道
漁
協
青
年
部
連

絡
協
議
会
会
長
山
本
賢

一
l
道
漁
青
連

四
十
周
年
祝
賀
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
賞
金
マ
日
高
地
区
漁
協
青

品

年
部
連
絡
協
議
会
会
長
深
沢
学
四
十

周
年
記
念
大
交
流
大
会
マ
渡
遁
静
次
l

見
舞
返
し

O
岩
手
県
マ
佐
々
木
伊
勢
次

郎
l
香
典
返
し
マ
鈴
木
俊
哉
｜
香
典
返

し
マ
箱
石
勇
吉
｜
香
典
返
し
マ
秋
さ
け

消
費
拡
大
推
進
協
議
会
l
さ
け
祭
り
マ

沿
岸
漁
船
漁
業
組
合
マ
側
東
山
堂
マ
共

水
連
岩
手
県
事
務
所
マ
共
友
会
マ
漁
業

共
済
組
合
マ
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
漁

業
取
締
事
務
所
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
近

海
漁
船
漁
業
協
会
マ
久
慈
水
産
高
校

P

T
A｜
文
化
祭
で
の
パ
ザ

i
売
上
マ
船

岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会
マ
紺
岩
手
県
栽

培
漁
業
協
会
マ
船
岩
手
県
さ
け
・
ま
す

増
殖
協
会
マ
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連

合
会
マ
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
マ
全
国
海

友
婦
人
会
宮
古
支
部
マ
定
置
漁
業
協
会

マ
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
農

林
中
央
金
庫
盛
岡
支
店
マ
広
田
半
島
大

漁
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
担
い
手
育
成

基
金
マ
大
槌
町
役
場
職
員

一
同
マ
種
市

町
役
場
職
員

一
同
マ
田
野
畑
村
役
場
農

林
水
産
課
マ
田
老
町
役
場
職
員

一
同
マ

野
田
村
役
場
職
員

一
同
マ
山
田
町
役
場

水
産
商
工
課
マ
大
船
渡
市
役
所
マ
大
船

渡
水
産
部
マ
釜
石
水
産
部
マ
久
慈
水
産

部
マ
宮
古
水
産
部
マ
地
方
協

O
宮
城
県

マ
石
巻
か
き
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
委
員
会

マ
宮
城
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
。

山
形
県
マ
地
方
協

O
福
島
県
マ
福
島
県

漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
マ
福
島
県
水

産
課
マ
水
産
試
験
場
マ
水
産
事
務
所
マ

水
産
種
苗
研
究
所
マ
働
福
島
県
栽
培
漁

業
協
会
マ
無
線
漁
業
協
同
組
合
マ
地
方

育英会ホームページ http://www.jf-net.ne.jp/ikueikai 
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協

O
茨
城
県
マ
共
水
連
茨
城
県
事
務
所

マ
地
方
協

O
新
潟
県
マ
中
村
ム
ツ
子
マ

本
間
組
マ
岩
船
さ
か
な
ま
つ
り
マ
佐
渡

さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
山
北
町

漁
協
さ
か
な
ま
つ
り
マ
下
越
地
区
漁
協

共
済
推
進
大
会
マ
共
水
連
新
潟
県
事
務

所
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
漁
業
指
導
協
会

マ
漁
業
振
興
協
会
マ
漁
業
信
用
基
金
協

会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
新
潟
県
水
産

課
・
漁
港
課
マ
地
方
協

O
富
山
県
マ
伊

野
清

一
マ
地
方
協

O
石
川
県
マ
日
本
水

難
救
済
会
石
川
県
支
部
マ
地
方
協

O
静

岡
県
マ
地
方
協

O
福
井
県
マ
地
方
協

O

三
重
県
マ
小
倉
秀

一
ー
ー
香
典
返
し
マ
大

内
了
漁
ふ
れ
あ
い
市
マ
三
雲
町
マ
地
方
協

O

一
京
都
府
マ
地
方
協

O
兵
庫
県
マ
地
方
協

一
O
和
歌
山
県
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
漁
船

り
一
保
険
組
合
マ
地
方
協

O
島
根
県
マ
福
本

一
秀

人

香

典

返
し
O
岡
山
県

マ
狭
川
智

ょ
一

恵
子

O
広
島
県
マ
大
竹
か
き
水
産
祭
実

だ
一
行
委
員
会

マ
地
御
前
か
き
チ
ャ
リ
テ
ィ

一
l
パ
ザ
l
ル
実
行
委
員
会
マ
地
方
協

O

会
一
山
口
県

マ
白
井
ア

サ
コ
マ
四
代
漁
協

E
一（
匿
名
）

O
愛
媛
県
マ
地
方
協

O
福
岡

I

l

l

－
県
マ
船
越
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
マ
地

育
一
方
協

O
長
崎
県
マ
小
田
崎
隆
マ
中
山
淳

一
マ
中
山
良
夫
マ
佐
世
保
市
相
浦
漁
協
婦

一
人
部
マ
水
産
団
体
推
進
協
議
会

O
大
分

《
一
一
県
マ
宮
崎
純

一
一
〉
海
上
保
安
協
会
大
分

・
支
部
マ
地
方
協

O
熊
本
県
マ
水
産
政
治

連
盟
マ
松
本
会
長
就
任
祝
賀
会
事
務
局

マ
地
方
協

O
宮
崎
県

マ
地
方
協

O
鹿
児

島
県
マ
池
田
吉
明
マ
鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同

友
会
マ
串
木
野
地
か
え
て
祭
り
水
産
イ

ベ
ン
ト
部
会
マ
漁
連
総
務
指
導
室
マ
鹿

児
島
県
漁
協
青
年
部
連
合
会
マ
長
島
町

漁
業
協
同
組
合
青
年
部
マ
ラ
ウ
ン
ジ
仲

間
マ
地
方
協

O
沖
縄
県
マ
伊
江
漁
協
婦

人
部
の
店
「
磯
」
マ
石
川
市
建
設
業
者

会
マ
沖
縄
砂
利
採
取
事
業
協
同
組
合
マ

蜘
沖
縄
塩
元
売
マ
蜘
沖
縄
ゼ
ロ

ッ
ク
ス

マ
掛
仲
本
工
業
マ
側
ヒ
ガ
シ
マ
ル
マ
新

日
本
海
事
掛
マ
津
島
工
業
所
マ
東
亜
海

平成15年 7月 1日( 4) 

事
帰
マ
ト
l
ウ
ン
サ
ー
ビ
ス
側
マ
ナ
カ

ン
ヌ
興
業
側
マ
前
川
九
州
シ
ス
テ
ム
サ

ー
ビ
ス
鮒
マ
村
吉
製
缶
マ
帰
協
同
化
工

マ
地
方
協

〔
四
月
〕

O
北
海
道
マ
＠
本
間
水
産
側
｜

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
l
収
益
金

O
青
森

県
マ
地
方
協

O
茨
城
県
マ
南
部
旋
網
漁

業
親
睦
会
会
長
鈴
木
正
次

O
静
岡
県

マ

静
岡
県
鰹
鮪
漁
業
協
同
組
合
マ
全
国
鮪

鰹
近
代
化
促
進
協
議
会
マ
地
方
協

O
兵

庫
県
マ
小
川
益
美
！
香
典
返
し

O
鳥
取

県
マ
中
条
豊

O
山
口
県
マ
内
藤
末
男
マ

塚
本
徳
美
マ
山
口
は
ぎ
漁
協
三
見
地
区

婦
人
部
マ
地
方
協

O
香
川
県
マ
大
平
保

利
香
典
返
し

O
福
岡
県
マ
金
光
教
玄

海
教
会
信
徒
会
マ
地
方
協

O
長
崎
県

マ

中
山
良
夫
マ
松
本
忠
範
マ
宮
崎
三
喜
マ

宮
原
近
雄
マ
宇
久
漁
業
協
同
組
合
婦
人

部

O
大
分
県
マ
佐
々
木
重
麿
l
香
典
返

し〔
五
月
〕

O
北
海
道
マ
石
田
耕
司
｜
香

典
返
し

O
大
阪
府
マ
地
方
協

O
福
岡
県

マ
黒
木
正
弘
マ
蓑
島
漁
業
協
同
組
合
青

年
部
マ
地
方
協

O
長
崎
県

マ
居
ざ
け
屋

マ
川
端
哲
也
マ
小
嶋
紀
子
マ
中
山
良
夫

マ
平
岡
音
二
マ
日
本
海
庄
や
マ
ラ
ッ
キ

ー
ボ
ウ
ル
マ
地
方
協

O
大
分
県
マ
居
酒

屋
甚
八
マ
伯
洋
海
運
側
マ
吉
田
茂
l
香

典
返
し

二
、
一
般
寄
付

〔
三
月
〕

O
主
同
森
県
ヤ
大
山
チ
セ
（
八

戸
市
）

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通
（
さ
い

た
ま
市
）

O
千
葉
県
マ
津
村
睦
穂
（
柏

市
）
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校
（
同
）

マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都

マ

ニ
チ
レ
イ
ふ
れ
あ
い
基
金
理
事
長
高
橋

大
介
（
中
央
区
）
マ
漁
船
保
険
中
央
会

（
千
代
田
区
）
マ
三
水
会
（
同
）

マ
全

国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
（
同
）
マ

全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会

（
港
区
）

マ

日
向
文
治
（
東
村
山
市
）

O
神
奈
川
県

マ
南
保
良
成
（
藤
沢
市
）

O
愛
知
県
マ

匿
名

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡

加
悦
町
）

O
岡
山
県

マ
漁
災
制
度
確
立

岡
山
県
本
部
（
岡
山
市
）
マ
吉
田
厚
子

（笠
岡
市
）

O
愛
媛
県

マ
河
野
龍
志

（東
宇
和
郡
宇
和
町）

O
長
崎
県

マ
西

海
区
水
産
研
究
所
（
長
崎
市
）

O
鹿
児

島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
四
月
〕

O
埼
玉
県
マ
冨
元
克
昌

（越

谷
市
）
マ
長
畠
大
四
郎
（
志
木
市
）
マ

小
野
沢
通
（
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給与奨学 生 貸与奨学生 平成 15年度第 1回採用者

都道府県名 合計 高校生等 高校生等 合計
幼 児 小学生 中学生 高校生等 小計 高校生等 大学生等 小計 幼児 小学生 中学生

給与 貸与
大学生等

オt 海 道 5 30 17 29 81 6 8 14 95 2 1 1 3 7 

青 森 2 4 5 8 19 2 3 5 24 1 1 2 

岩 手 1 5 7 5 18 2 4 6 24 1 4 5 

宮 城 2 8 7 13 30 2 6 8 38 1 1 2 

秋 田 1 1 1 1 2 

山 形 2 1 3 1 1 4 1 1 

福 島 1 1 3 5 10 10 

茨 城

千 葉 5 1 3 9 1 1 10 

東 京 2 2 2 2 4 

神 乏冴丈ミ JI/ 

新 潟 1 1 1 

富 山

石 ）｜｜ 1 1 5 7 7 

静 岡 3 1 4 8 1 1 9 1 1 

愛 知 1 3 4 4 

福 井 3 3 3 

重 1 1 2 1 1 3 1 1 

京 都 2 2 4 4 

大 阪 1 1 2 1 1 3 1 1 

兵 庫 1 1 4 6 12 1 4 5 17 1 1 2 

和 歌 山 1 2 8 11 11 

，鳥 取 1 1 1 3 1 1 4 

島 根 6 6 2 14 14 

岡 山 1 1 1 1 2 1 1 

広 島 1 1 1 

山 口 3 4 5 10 22 3 1 4 26 1 1 1 3 

徳 島 1 2 1 4 2 2 6 1 1 

香 /II 2 1 1 4 1 1 5 

愛 媛 2 5 4 1 12 1 1 2 14 1 1 

高 知 5 5 7 17 1 1 18 

福 岡 2 1 3 6 2 2 8 2 2 

福岡県有明海

佐賀県玄海
、←

佐賀県有明海 1 1 1 3 3 

長 崎 5 10 10 25 1 4 5 30 1 1 

大 分 1 3 3 7 14 3 3 17 2 2 

青島 本 3 2 2 7 1 1 8 

宮 崎 2 3 7 5 17 3 2 5 22 1 1 2 

鹿児 島 1 4 4 7 16 2 1 3 19 1 1 1 1 1 5 

沖 縄 4 6 4 15 2 2 17 2 2 1 

合 計 23 '112 111 161 407 27 53 80 487 10 4 1 2 7 18 42 
v、s

羽根募金の水色!! 手をの愛

※高校生等には、養護兜を含む。

※奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

※平成15年度第1回採用者は内数である。戸

漁船海難遺児に




